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1　は　じ　め　に

昭和57～59年に実施されたヤマセ地帯の大豆適応品種選

定試験と過去10か年の奨励品種決定基本調査の結果から，

品種別収量の年次変動とその変動要因について検討したの

で報告する。

21扶　験　方　法

（1）ヤマセ地帯の適応品種選定試験

1）試験期間：昭和57～59年

2）耕種概要：播種期は5月10日（ただし昭和57年は

5月11日）。栽植密度は，1，429本／匂。施肥量は，NO．4，

P2050．6，K200．4毎／名。

（2）奨励品種決定基本調査

1）試験期間：昭和50～59年

2）耕種概要：播種期は，昭和57年以前では5月中旬，

畑年以降では早生種は5月上旬，中晩生種は5月中旬。栽

植密度は，早生種では1．905本／a，中晩生唾では1．143

本／匂。その他は当場慣行に準ずる。

3　賦験結果及び考察

（1）収量及び収量構成要素の年次変動

ヤマセ地帯の適応品種選定試験における品種別，年次別

a当たり子実垂と変動係数を表1に示した。また．子実垂

の変動要因を解析するため，収量構成要素の変動係数を昭

和58年と59年の成績から算出し，主要な6品種について表

2に示した。

子実垂は，比較的好天に恵まれた高温年の昭和57，59年

に多く，6～7月にヤマセ吹走の著しかった昭和58年は，

各品種とも低下した。品種別にみると，初期生育がヤマセ

吹走により停滞し，その後も生育の回復がみられないまま

成熟期となった早生種のヒメユタカ，ワセスズナリは著し

く減収した。また初期生育の停掛こ加え，登熟期の低温に

より登熱不良となった極晩生種のミヤギシロメでも減収程

度が著しく，3か年の平均子実垂も低かった。一方，スズ

カリ・オクシロメ及びスズユタカなどの中晩生唾は，開花

期以降の天候回復によって生育量の増加がみられ，早生種

に比べ子実垂の低下が小さかった。

変動係数は．全品種共通の2か年（昭58～59年）のデー

タから，早生種では58年に減収程度の大きかったヒメユタ

カがワセスズナリより大きく，中生種では高温年の59年に

前年に比べ大幅な増収がみられたスズカリ，エンレイが最

も大きく，高温年でも低収だった東北71号が最も小さかっ

た。晩生種では，極晩生種のミヤギシロメが最も大きく，

5各年に最多収だったオクシロメが最も小さかった。

収量構成要素などの諸形質のうちで，ヤマセ吹走年の昭

和5＄年に大きく低下し，年次変動が大きかったのは全重，

分枝数，捻実乗数及びぷ当たり校数であり早生種で特に著

しかった。早生種では．ヤマセ吹走により分枝の発生が抑

制され，このため稔実乗数や戚当たり拉致が特に低下し．

轟1品種別・年次別a当たり子実車（極々）と変動係数（％）
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その結果，子実垂が最も低下した。しかし，主茎節数や一

葉内粒数，百校重，子実重歩合は，ヤマセ吹走年において

も低下が小さく．年次変動も小さかった。

12）収量及び収量構成要素と気象要素との関係

最近10か年の奨励品種決定基本調査の成績と気象データ

から，主要な3品種の子実重，年次変動の大きい形質とし

ての全垂，稔実英数と，主な気象要素である平均気温，日

照時数．降水量との相関係数を表3に示した。

子実垂と気象要素との関係をみると，ワセスズナリは6，

7月の日照時数と高い正の相関を示したのに対し，ムツシ

ラクマでは7，8月の日照時数と有意な正の相関を示し，

8月の降水量とは有意な負の相関を示した。また，オクシ

ロメは7月の日照時数と有意な正の相関を示し，品種によ

り気象要素の影響を受けやすい時期が異なり，おおむね早

生種では6～7月，中晩生種では7～8月の気象が大きく

子実収量に影響する。ところで，青森県におけるヤマセ吹

走は，6月に最も多く，次いで7月，8月の順で，早生種

の子実収量が気象要素の影響を大きく受ける時期は，本県

のヤマセ吹走頻度の高い時期と重なっている。

表2　品種別収量構成要素の変動係数（％）
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一方．年次変動の大きい形質として全垂及び稔実英数と

気象要素との関係をみると，全垂は気象との相関が概して

高く，ワセスズナリでは6月の日照時数と有意な正の相関

があり，7月の日照時数と正の，降水量とは負の高い相関

があったのに対し．ムツシラクマ．オクシロメでは8月の

日用時数と高い正の相関があった。また，稔実英数は．ワ

●　セスズナリでは7月の降水量と高い負の相関があったのに

対し．ムツシラタマでは8月の日照時数と有意な正の相関

があり，ち上うど開花期前後の日照や降水量が，開花や結

葵に大きく影響していると推測された。また．年次変動の

大きな形質も子笑壷と同様，早生種ではおおむね6～7

月，中晩生種では7～8月の気象に大きく影響される。

蓑3　主要形質と月別気象要素との相関関係

形

質
品　 種 項　 目 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月

子

天

童

ワ　 セ

ス ズ ナ リ

平 均 気 温 0 ．2 2 8 0 ．4 0 3 0 ．22 9 0 ，5 4 2 0 ．5 4 7

日 照 時 数 0 ．10 6 0 ．7 4 1 　 ●
0 ．76 4

0 ，6‘5 0．4 2 7

降 水 量 0 ．4 8 1 －0 ．2 7 9 －0 ．7 10 －0 ．49 7 －0 ．2 1 1

ム　 ツ

シ ラ タ マ

平 均 気 温 0 ．34 5 0 ．12 4 0 ．4 0 7 0 ．66 4 0 ．1 0 1

日 照 時 数 0 ．0 7 5 0 ．3 6 9 　 曽■
0 ．8 3 2
　 ●
0 ．70 7
　●

0．4 7 2

降 水 量 0 ．3 8 5 －0 ．0 19 －0 ．6 4 1 －0 ．78 7 －0．1 2 5

オ クシ ロメ

平 均 気 温 0 ．5 3 5 0 ．18 3 0 ．29 0 0 ．5 58 0 ．0 4 7

日展 時 数 0 ．40 9 0 ．5 0 6 　 ●
0 ．74 6 0 ．54 4 0 ．4 50

降 水 量 0 ．3 77 －0 ．3 5 5 －0 ．53 6 －0 ．5 57 －0 ．2 0 5

全

重

ワ　 セ

ス ズ ナ リ

平 均 気 温 －0 ．08 1 0 ．5 9 9　◆儀 0 ．17 5 0 ．2 97 0 ．4 5 9

日 照 時 数 0 ．0 5 1 0 ．9 0 1 0 ．6 4 8 0 ．44 4 0 ．2 5 7

降 水 量 0 ．4 26 －0 ．4 0 1 －0 ．6 6 6 －0 ．2 39 －0．4 2 9

ム　 ツ

シ ラ ク マ

平 均 気 温 0 ．2 0 2 0 ．50 7 0 ．29 3 仇 54 7 0 ．4 4 1

日 照 時 数 －0 ．1 86 0 ．6 3 2 0 ．58 9 0 ．66 1 0 ．3 9 1

降 水 量 0 ．2 8 7 －0 ．3 3 1 －0 ．54 3 －0 ．44 3 －0 ．2 6 4

オ ク シロ メ

平 均 気 温 －0 ．5 5 1 0 ．4 14 0 ．28 3 0 ．57 6 0 ．3 5 5

日 照 時 数 0 ．5 5 3 0 ．4 7 1 0 ．52 2 　 ●
0 ．6 5 8

0 ．4 08

降 水 量 0 ．1 96 －0 ．5 0 6 －0 ．4 4 8 －0 ．34 7 －0 ．1 1 5

稔

実

英

数

ワ　 セ

ス ズ ナ リ

平 均 気 温 －0 ．5 0 1 －0 ．0 0 9 0 ．4 9 1 0 ．0 9 0 －0 ．6 9 7

日照 時 数 0 ．5 46 0 ．25 9 0 ．4 8 5 0 ．0 6 0 0 ．7 50

降 水 宜 0 ．3 97 －0 ．19 7 －0 ．7 0 9 0 ．20 8 －0 ．0 80

ム　 ツ

シ ラ ク マ

平 均 気 温 －0 ．56 2 0 ．19 8 0 ．2 2 2 0 ．3 3 1 0 ．0 2 1

日照 時 数 －0 ．06 0 0 ．17 4 －0 ．3 6 9 　 ◆
0 ．7 7 7

0 ．2 95

降 水 量 －0 ．0 1 2 0 ．2 5 7 －0 ．5 0 7 －0 ．4 7 7 0 ．66 0

オ ク シロメ

平 均 気 温 －0 ．6 0 0 0 ．0 0 1 0 ．0 1 7 0 ．19 1 －0 ．1 20

日原 時 数 －0 ．4 3 8 0 ．3 2 3 0 ．3 7 7 0 ．4 8 0 0 ．57 3

降 水 量 0 ．4 3 6 －0．1 2 5 －0 ．5 6 0 －0 ．14 0 0 ．57 4

注．1）ワセスズナリnロ7，ムツシラタマn＝9，
オクシロメn＝10。

2）■は5％水準で有意，■●は1％水準で有意。

4　ま　　と　　め

ヤマセ吹走による低温・少頗・多雨は．大豆の初期生育

を停滞させ，全室，稔実乗数，分枝数などの形質の発育を

抑える。とりわけ，生育期間の短い早生種では，初期生育

の停滞が回復しないまま成熟期に達し，全垂．稔実英数が

大幅に減少して低収となる。一方，生育期間が長く開花と

並行して栄養生長をする中晩生唾では．初期生育の停滞を

その後の生育により補えるため著しい減収をまぬがれ，早

生種より安定した収量となる。、しかし，ミヤギシロメのよ

うな極晩生種では，生育遅延によって登熟不良となる場合

が多い。したがって，6～7月の生育初期段階にヤマセ気

象が卓越する地帯においては，オクシロメを限度にこれよ

り早熟な中生種で．安定した収量が得られる。
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